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※ 一六頁 一六行目

誤 「永遠の夜戦」である。→ 正 「永遠の夜戦」である
、、、

。

※ 三一頁 一六行目

誤 ある図式でひとつの事情を → 正 ある図式でひとつの事象を

※ 六〇頁

一〇行目 誤 語根（amr） → 正 語根 amr

一二行目 誤 「語根（amr）」 → 正「語根 amr」

※ 八三頁 一行目

誤 他にシニフィアンに向って → 正 他のシニフィアンに向かって

※ 一〇四頁 一〇行目

誤 俗流のそれが 論
あげつらう

う → 正 俗流のそれが 論
あげつら

う

※ 一〇六頁 一九行目

誤 わずかな現実界との遭遇 → 正 わずかな
、、、、

現実界との遭遇

※ 一〇八頁 一五行目

誤 こうしたありえない接近をも → 正 こうしたありえない接近も

※ 一二六頁 一三行目

誤 可能性を切り捨てでも → 正 可能性を切り捨ててでも



※ 一三四頁 六行目

誤 現実性のなかにあらわれてしえば → 正 現実性のなかにあらわれてしまえば

※ 一四四頁 一〇行目

誤 求めることはみずからをの全体性を → 正 求めることはみずからの全体性を

※ 一四六頁 一七行目

誤 斜線をひかれ大他者 → 正 斜線をひかれた大他者

※ 一四七頁 一－二行目

誤 謎めいた狂気がある → 正 謎めいた狂気がある
、、、、、、、、、

※ 一八〇頁 一六行目

誤 彼の死とて → 正 彼の死として

※ 二三五頁 一六行目

誤 飲みこめない → 正 飲み込めない

（数行のあいだに「飲み込めない」と「飲みこめない」が混在。「飲み込めない」に統一）。

※ 二六〇頁 七行目

誤 自分と法と区別はない → 正 自分と法との区別はない

※ 二七一頁 一七行目

誤 あまりにも 強
あながち

ちな。 → 正 あまりにも 強
あなが

ちな。



※ 二八四頁 九行目

誤 convertibilite → 正 convertibilité

※ 三六二頁 一一行目

誤 超権力の現実性をを儀礼的に → 正 超権力の現実性を儀礼的に

※ 四〇一頁 二行目

「第三の作戦」の直前で改行。

※ 四一六頁 三行目

誤 精神医学された → 正 精神医学化された

※ 四七二頁 一三行目

誤 一九七七冬。 → 正 一九七七年冬。

※ 四七八頁 九行目

誤 laisser-passr → 正 laisser-passer

※ 四五一頁 六行目

誤 thanatopolitiuqe → 正 thanatopolitique

※ 五一六頁 四行目

誤 「だから、規律メカニズムは単に一八世紀から現れたのではありません。それはすでに

司法的-合法的法典の内部に存在していたのです。セキュリティのメカニズムもメカニズム

としては非常に古くからあるものです」

→ 正 「だから、規律メカニズムは単に一八世紀から現れたのではありません。それはす
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

でに司法的
、、、、、

-
、
合法的法典の内部に存在していたのです。セキュリティのメカニズムもメカニ
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、



ズムとしては非常に古くからあるものです
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

」

※ 五四三頁六行頭 段落一字下げ

※ 五四六頁 一五行目

誤 身に染まぬ → 正 身に付かぬ

※ 五六七頁 一一行目

誤 「了解すること「見て取ること」 → 正 「了解すること」「見て取ること」

※ 五七二頁 一八行目

誤 註「1679」 → 正 註「1677」

※ 五九八頁－五九九頁 註 409

誤 Ortega y Gasset,¿Qué es filosofía?, Lección V, Obras de Ortega y Gasset, t.5, Alianza

Editorial, Madrid, 1995, p.88. → 正 Ortega y Gasset,¿Qué es filosofía?, Lección V, Obras de

Ortega y Gasset, t.5, Alianza Editorial, Madrid, 1995, p.88. （書名をイタリックに）。

※ 六〇八頁 註 577

誤 アレクサンドラ・パパゲオルギウ・ルジャンドル → 正 アレクサンドラ・パパゲオルギ

ウ＝ルジャンドル

※ 六〇八頁 註 578

誤 ということについはてすでに語った。→ 正 ということについてはすでに語った。

※ 六三二頁 註 1232

誤 その理由はブランショをめぐるで述べた通りである → 正 その理由はブランショをめ

ぐる理路で述べた通りである。



※ 六四三頁 註 1606

誤 田村俶訳、一九八六年、 → 正 田村俶訳、新潮社、一九八六年、

※ 六四三頁 註 1616

「強調筆者。」を削除

※ 六四三頁 註 1618

「強調筆者。」を削除

※ 六五五頁 七行目

誤 Ortega y Gasset,¿Qué es filosofía?, Lección V, Obras de Ortega y Gasset, t.5, Alianza

Editorial, Madrid, 1995, p.88. → 正 Ortega y Gasset,¿Qué es filosofía?, Lección V, Obras de

Ortega y Gasset, t.5, Alianza Editorial, Madrid, 1995, p.88. （書名をイタリックに）。

※ 六五六頁 一五行目

誤 東京大学出版 → 正 東京大学出版会

※ 六五九頁 一三行目

誤 Lecçns IV. → 正 Leçon IV.


